


平平
成成
１１５５
年年
度度
当当
初初
予予
算算
がが
市市
議議
会会
３３
月月
定定
例例
会会
でで
可可
決決
ささ
れれ
、、

成成
立立
しし
まま
しし
たた
。。

今今
年年
度度
のの
当当
初初
予予
算算
はは
、、
今今
月月
予予
定定
ささ
れれ
てて
いい
るる
統統
一一
地地
方方
選選

挙挙
をを
踏踏
まま
ええ
、、
骨骨
格格
予予
算算
とと
しし
まま
しし
たた
。。
骨骨
格格
予予
算算
とと
はは
いい
っっ
てて

もも
、、
市市
民民
ササ
ーー
ビビ
スス
がが
低低
下下
しし
たた
りり
市市
政政
のの
停停
滞滞
がが
ああ
っっ
たた
りり
しし

てて
はは
なな
りり
まま
せせ
んん
。。
そそ
のの
たた
めめ
、、
市市
民民
生生
活活
基基
盤盤
にに
係係
わわ
るる
もも
のの

やや
扶扶
助助
費費
なな
どど
義義
務務
的的
経経
費費
はは
通通
常常
ベベ
ーー
スス
とと
すす
るる
とと
とと
もも
にに
、、

学学
校校
改改
築築
やや
道道
路路
整整
備備
、、
少少
子子
高高
齢齢
化化
対対
策策
なな
どど
将将
来来
をを
見見
据据
ええ

たた
事事
業業
にに
対対
しし
てて
もも
計計
画画
的的
にに
対対
処処
しし
まま
しし
たた
。。
まま
たた
、、
第第
２２
次次

行行
政政
改改
革革
大大
綱綱
にに
基基
づづ
きき
、、
経経
費費
全全
般般
にに
わわ
たた
っっ
てて
徹徹
底底
しし
たた
節節

減減
とと
補補
助助
金金
・・
負負
担担
金金
なな
どど
のの
整整
理理
合合
理理
化化
にに
努努
めめ
まま
しし
たた
。。

ここ
ここ
でで
はは
、、
予予
算算
全全
体体
のの
概概
要要
とと
主主
なな
事事
業業
にに
つつ
いい
てて
おお
知知
らら

せせ
しし
まま
すす
。。

歳

入

財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
は
、
固
定

資
産
税
の
評
価
替
え
に
よ
り
、
前
年
度

と
比
べ
２
億
５
９
１
１
万
９
千
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
で
は
、
国
の
財

政
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
算

定
方
式
の
見
直
し
な
ど
が
行
わ
れ
て
お

り
、
前
年
度
と
比
べ
率
で
７
・
８
％
、

額
で
５
億
６
３
０
５
万
３
千
円
と
昨
年

度
に
引
き
続
き
大
幅
な
減
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

な
お
、
財
源
不
足
に
相
当
す
る
分
と

し
て
今
年
度
も
臨
時
財
政
対
策
債
の
１２

億
５
千
万
円
を
財
源
に
組
み
入
れ
ま
し

た
。歳

出

骨
格
予
算
と
い
う
こ
と
で
、
歳
出
総

額
は
前
年
度
に
比
べ
２３
億
３
３
８
９
万

７
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
投
資
的
経
費
は
、
７
月
下
旬

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
城
西
小
学
校

改
築
事
業
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
し
緊

急
を
要
す
る
事
業
の
み
と
し
た
結
果
、

前
年
度
と
比
べ
、
率
で
５２
・
８
％
、
額

で
２０
億
４
９
４
６
万
１
千
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
政
策
経
費
は
補
正
予
算
で

計
上
さ
れ
る
予
定
で
す
。

伸率（％）
▲ １０．５
▲ １．３
２０．１
２．３

▲ ９．０
▲ ３１．３
▲ ３．７
▲ ４６．３
▲ ３．０
▲ ５２．５
▲ ４０．７
▲ ３７．５
▲ １．６
▲ ７．６
▲ ６．５
２１２．１

▲ ５３．７
▲ ２．９
▲ １６．０
▲ １０．６

２．８
▲ ６．５

１．５
▲ ３．０
１８．７
０．６

▲ ６．９

１４年度当初予算額
２２，１８２，６１２
５，６７９，６１５
３，３２５，９５７
６４５，８０１
６，５７５，８９４
１８，１０５
３０，７０８
４０，８９２
１２，６８３
８９１，９１９
１，６３７，４０７
２６３，４０８
４８，４１８
４４，６８６

１９，２１５，４９３
８１０
６７

１４，２９４
９８７
６６１
１，７９８

１９，２３４，１１０
７，５８３，０５８
２，０３３，４１６
４５，４６１

９，６６１，９３５
５１，０７８，６５７

１５年度当初予算額
１９，８４８，７１５
５，６０３，２１３
３，９９３，９７４
６６０，６８８
５，９８１，３７５
１２，４３６
２９，５７４
２１，９６２
１２，３０２
４２３，９８４
９７０，６５２
１６４，６８０
４７，６２９
４１，２８８

１７，９６３，７５７
２，５２８
３１

１３，８７９
８２９
５９１
１，８４８

１７，９８３，４６３
７，６９３，１８０
１，９７２，９０３
５３，９５２

９，７２０，０３５
４７，５５２，２１３

区 分
一 般 会 計
国 民 健 康 保 険

保険事業勘定
サービス勘定

老 人 保 健
温 泉 開 発
奨 学 資 金
卸 売 市 場
土 地 取 得
都 市 計 画
下 水 道
農 業 集 落 排 水
公 営 駐 車 場
急 患 セ ン タ ー

小 計
上 川 沿
下 川 沿
片 山
川 口
餅 田
立 花

計
病 院
水 道
工 業 用 水 道

計
合 計

介 護
保 険

財

産

区

特

別

会

計

企

業
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市市民民生生活活にに密密着着ししたた

予算総額は
４７５億５２２１万３千円

一般会計の予算規模は
１９８億４８７１万５千円

にに

一

般

会

計

骨骨格格予予算算

平平成成１１５５年年度度当当初初予予算算のの概概要要

単位：千円会計別予算総括表



一
般
会
計

主
に
市
税
を
も
と
に
、
市

が
基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

た
め
の
会
計

特
別
会
計

特
定
の
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
歳
入
と
歳
出
を
一
般
会
計
と
区

別
し
て
経
理
す
る
場
合
に
、
法
律
や

条
例
に
よ
っ
て
設
置
す
る
会
計
。
本

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
な
ど
１３
の
特
別
会
計
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

企
業
会
計

地
方
公
営
企
業
の
会
計
で
、

独
立
採
算
が
原
則
。
収
益
と
費
用
の

発
生
を
記
帳
の
基
準
（
発
生
主
義
）

に
す
る
ほ
か
、
資
産
や
負
債
に
つ
い

て
は
、
経
費
と
分
離
し
て
整
理
し
、

そ
の
経
営
成
績
と
財
政
状
況
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
病

院
事
業
な
ど
３
つ
の
企
業
会
計
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

当
初
予
算

一
会
計
年
度
（
４
月
１
日

〜
翌
年
３
月
３１
日
）
を
通
じ
て
定
め

ら
れ
る
基
本
的
な
予
算

補
正
予
算

年
度
途
中
で
予
算
化
さ
れ

る
も
の

義
務
的
経
費

人
件
費
、
扶
助
費
、
公

債
費
な
ど
、
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
経
費

投
資
的
経
費

建
設
事
業
な
ど
社
会
資

本
と
し
て
将
来
に
残
る
も
の
で
、
道

路
、
学
校
な
ど
の
整
備
経
費

依
存
財
源

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金
や
借
り
入
れ
金

自
主
財
源

市
税
な
ど
市
が
単
独
で
賄

う
こ
と
が
で
き
る
お
金

伸率（％）

０．８

▲２．３

１．３

▲０．１

▲５．２

▲５９．９

▲１２．９

▲４６．３

▲３．４

０．８

０．０

▲１．３

０．８

０．０

▲１０．５

１４年度当初予算額

２８６，５１２

２，２５１，４３７

５，２４５，１３５

２，０８８，５１５

１１１，３６５

１，２５９，１３０

９０６，１５６

３，０９２，５００

９３７，８５８

３，０９４，４２２

１

２，７５９，７６０

１１９，８２１

３０，０００

２２，１８２，６１２

１５年度当初予算額

２８８，６９０

２，２００，４１６

５，３１２，３５５

２，０８７，２９９

１０５，５５７

５０５，０９９

７８９，３１６

１，６５９，８６４

９０６，４０１

３，１１９，２１５

１

２，７２３，６９７

１２０，８０５

３０，０００

１９，８４８，７１５

区 分

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

財
政
用
語

単位：千円

ひ
と
く
ち
解
説

一般会計予算総括表（歳出）

一般会計当初予算性質別構成比

平成１５年度

予 算
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○
学
校
教
育
、
高
等
教
育
機
関
の
充
実

・
城
西
小
学
校
改
築
事
業

８
億
６
４
６
１
万
１
千
円

・
小
、
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
整
備

活
用

５
３
９
０
万
５
千
円

○
生
涯
学
習
の
推
進

・
子
育
て
講
座

５７
万
円

・
公
民
館
の
事
業

１
３
２
２
万
９
千
円

○
文
化
財
の
保
護
、芸
術
・
文
化
の
振
興

・
ザ
リ
ガ
ニ
分
布
調
査
事
業２

０
０
万
円

・
市
民
文
化
会
館
の
運
営

９
６
１
２
万
４
千
円

○
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

振
興

・
樹
海
ド
ー
ム
の
運
営

１
億
１
６
９
８
万
８
千
円

○
国
内
外
交
流
の
促
進

・
国
際
交
流
文
化
事
業

１
０
０
万
円

・
日
本
語
学
習
講
座

１
１
０
万
円

農
林
業
の
経
営
基
盤
が
充
実
し
、

自
立
し
た
農
林
業
都
市

○
農
業
の
振
興

・
楢
木
岱
揚
水
機
の
更
新

１
３
４
４
万
８
千
円

・
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営

３
１
０
０
万
８
千
円

○
林
業
の
振
興

・
木
材
需
要
拡
大
な
ど

１
０
１
０
万
５
千
円

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
に
よ
り
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

総
合
福
祉
都
市

○
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
健
康
審
査

７
５
０
万
円

○
保
健
・
医
療
の
充
実

・
母
体
健
康
増
進
支
援
事
業

（
妊
婦
検
診
費
の
助
成
拡
大
な
ど
）

１
１
７
３
万
円

・
基
本
検
診
と
が
ん
検
診

１
億
４
９
０
万
４
千
円

・
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
の
運
営

４
１
２
８
万
８
千
円

・
市
立
総
合
病
院
の
医
療
機
器
等
整
備

１
億
６
５
７
９
万
７
千
円

・
市
立
総
合
病
院
増
改
築
事
業

（
基
本
設
計
）

４
６
３
０
万
２
千
円

・
国
民
健
康
保
険
医
療
給
付
費
、
老
人

医
療
費
な
ど９８

億
９
２
０
０
万
７
千
円

○
社
会
保
障
の
充
実

・
北
部
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア
の
運
営

１
億
６
１
９
万
３
千
円

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
成
章
園
の
運
営

１
億
５
７
５
４
万
円

・
高
齢
者
バ
ス
補
助
券
交
付
事
業

３
５
０
万
円

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

３
３
７
４
万
６
千
円

・
介
護
保
険
給
付
費

３９
億
９８
万
４
千
円

・
介
護
予
防
生
活
支
援
事
業
な
ど

２
７
８
０
万
４
千
円

・
心
身
障
害
者（
児
）福
祉

６
億
５
７
２
３
万
９
千
円

・
保
育
所
、
児
童
館
の
運
営

７
億
４
３
８
６
万
４
千
円

・
生
活
保
護
扶
助

７
億
６
６
５
９
万
６
千
円

○
高
齢
化
社
会
の
充
実

・
敬
老
会
、
金
婚
式２

２
３
４
万
７
千
円

○
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
の
充
実

・
児
童
扶
養
手
当
扶
助

２
億
３
４
１
３
万
５
千
円

・
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
事
業

（
第
３
子
、第
１
子
の
０
歳
児
保
育
料
免
除
）

４
２
７
３
万
８
千
円

民
生
費

７
万
９
７
７
５
円

計 ２９８，０６５円

教
育
費

４
万
６
８
４
１
円

公
債
費

４
万
９
０
１
円

総
務
費

３
万
３
０
４
３
円

衛
生
費

３
万
１
３
４
５
円

土
木
費

２
万
４
９
２
６
円

消
防
費

１
万
３
６
１
１
円

商
工
費

１
万
１
８
５
３
円

農
林
水
産
業
費

７
５
８
５
円

そ
の
他

８
１
８
５
円
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市
民
一
人
当
た
り
の

１５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
額

生
涯
に
わ
た
り
、

多
様
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る

教
育
文
化
都
市

※６６，５９２人（平成１５年３月１日現在の人口）で換算

平成１５年度当初予算 ５つの都市像からみる主な事業



○
産
業
の
振
興
・
助
成

・
中
小
企
業
融
資
の
あ
っ
せ
ん
等
保
証
料

１
９
５
０
万
円

○
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
・
商
業
の

振
興

・
商
店
街
空
き
店
舗
対
策
事
業
な
ど

１
２
８
３
万
円

○
雇
用
、
就
労
の
促
進

・
産
業
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
事
業

１
３
９
０
万
円

・
金
融
対
策
の
預
託
金

４
億
３
０
０
０
万
円

○
観
光
、
物
産
の
振
興

・
湯
夢
湯
夢
の
里
の
運
営

７
９
０
４
万
７
千
円

・
物
産
の
振
興

４
０
７
万
４
千
円

環
境
に
配
慮
し
た
、

美
し
く
住
み
よ
い
環
境
都
市

○
市
街
地
整
備
の
促
進

・
公
営
駐
車
場
の
運
営

４
７
６
２
万
９
千
円

○
住
環
境
の
整
備

・
公
園
、
緑
地
等
の
整
備

３
８
５
４
万
５
千
円

・
水
道
老
朽
管
の
更
新３

億
３
７
６
万
円

・
公
共
下
水
道
の
整
備

１
億
２
０
５
万
７
千
円

○
道
路
・
河
川
・
情
報
通
信
の
整
備

・
道
路
の
舗
装
、
補
修
、
側
溝
の
修
繕

な
ど

２
億
７
０
０
万
円

・
大
館
能
代
空
港
の
利
活
用
促
進

２
８
８
万
７
千
円

○
地
球
環
境
の
保
全
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進

・
ご
み
の
収
集
な
ど

１
億
９
６
７
１
万
６
千
円

○
地
域
防
災
・
安
全
の
充
実

・
消
防
団
の
活
動

５
５
１
５
万
８
千
円

・
交
通
安
全
対
策

１
６
１
４
万
５
千
円

・
防
犯
対
策

２
８
２
４
万
６
千
円

そ
の
他

・
県
議
会
議
員
選
挙
、
市
長
・
市
議
会

議
員
選
挙
の
経
費８

５
８
１
万
７
千
円

・
広
報
誌
の
発
行

１
８
２
０
万
９
千
円

・
行
政
協
力
員
の
活
動

２
０
９
１
万
３
千
円

組
織
の
新
設

・
市
町
村
合
併
を
推
進
す
る
た
め
、

企
画
部
に
「
合
併
推
進
室
」
を
新

設
し
、
同
室
に
「
合
併
推
進
係
」

を
配
置

※
合
併
推
進
室
の
業
務
は
、
市
役
所

旧
水
道
課
棟
２
階
で
行
い
ま
す
。

業
務
・
機
能
の
統
合

・
企
業
立
地
業
務
と
工
業
振
興
業
務

を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、
産

業
部
商
工
課
の「
企
業
立
地
係
」を

「
工
業
振
興
係
」
に
、「
商
工
労
働

係
」
を
「
商
業
労
政
係
」
に
変
更

・
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
建

設
部
都
市
計
画
課
の
「
営
繕
係
」

を
「
建
築
係
」
に
、「
建
築
住
宅
係
」

を
「
管
理
係
」
に
変
更

組
織
の
名
称
変
更

・
教
育
委
員
会
事
務
局
の
「
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
課
」

に
、ま
た
同
課
の
「
体
育
指
導
係
」

を
「
体
育
係
」
に
改
称

問
企
画
振
興
課

�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
２
６
８
）

新
し
い
産
業
を
核
と
し
、

雇
用
の
確
保
と
市
民
所
得
の
増
大

を
図
る

活
力
あ
る
産
業
都
市

４
月
１
日
か
ら

市
の
行
政
組
織
機
構
の

一
部
が
変
わ
り
ま
す

平成１５年度

予 算

広報大館２００３．４．１�
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介護保険スタート時の
第１号被保険者＝６５歳以上人口

１５，７８９人

昨年１１月末現在１７，２３８人
約１，５００人増

昨年１１月末現在の
要介護・支援認定者・２，３４０人

＝１３．６％
６５歳以上人口・１７，２３８人

保険を使った額（給付額）
介護保険スタート時＝約２６億円
１４年度（見込み）＝約３６億円

約４０％増

介
護
保
険
制
度
は
、
市
が
独
自
に
運
営

し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
営
の
基
本
と
な
る

考
え
か
た
を
定
め
た
も
の
を「
事
業
計
画
」

と
い
い
、
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
の
増
加
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
３
年
ご
と
に
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
す
。
制
度
施
行
か
ら
満
３
年
を

迎
え
た
４
月
か
ら
は
、
新
し
い
事
業
計
画

の
も
と
に
介
護
保
険
制
度
が
動
き
ま
す
。

本
市
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
人
口
あ
た

り
の
施
設
受
け
入
れ
数
で
は
鹿
角
市
に
つ

い
で
県
内
第
２
位
と
な
っ
て
お
り
、
よ
く

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
施
設
を
増

や
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
多
い
の
は
事
実
。

し
か
し
、
施
設
の
増
加
↓
入
所
者
数
増
↓

施
設
利
用
費
へ
の
保
険
給
付
額
の
大
幅
増

は
、
す
な
わ
ち
保
険
料
の
上
昇
を
招
く
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

高
齢
者
が
「
自
立
し
よ
り
充
実
し
た

日
々
を
送
る
」
と
い
う
こ
の
制
度
の
基
本

に
立
ち
か
え
り
、
介
護
予
防
策
や
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
い
っ
そ
う
力
を
注
い

で
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
施
設

…
今
後
の
推
移
を
見
な
が
ら
増
設

痴
ほ
う
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

…
１６
年
３
月
ま
で
に
３
施
設
２７
人
分
を

増
設

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

…
１８
年
度
中
を
め
ど
に
二
井
田
真
中
地

区
に
１
カ
所
増
設
予
定

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）

…
１８
年
３
月
ま
で
に
、
北
部
シ
ル
バ
ー

エ
リ
ア
内
に
５０
人
分
を
増
設
予
定

こ
れ
ま
で
３
年
間
の
推
移
と
将
来
の
見

通
し
を
踏
ま
え
て
、
介
護
保
険
料
を
見
直

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
見
通
し

か
ら
、
制
度
の
予
算
規
模
は
拡
大
せ
ざ
る

を
え
ず
、
そ
れ
に
伴
い
保
険
料
を
値
上
げ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
ぜ

ひ
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

今
回
は
値
上
げ
に
よ
っ
て
大
き
く
負
担

の
の
し
か
か
る
低
所
得
者
層
へ
の
配
慮
を

し
っ
か
り
と
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
が
一
部
変
わ
り
ま
す

月から

４

�広報大館２００３．４．１

新
し
い
事
業
計
画
が
始
ま
り
ま
す

相
談
は
お
気
軽
に
介
護
保
険
１１０
番
�
４２
―
８
２
６
０
ま
た
は
長
寿
支
援
課
�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
４
０
２
、
４
１
２
）

４
介
護
保
険
制
度
が
一
部
変
わ
り
ま
す

月から

新
し
い
事
業
計
画
の
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
変
わ
る
の
…
介
護
予
防
策
・
在
宅
サ
ー

ビ
ス
充
実
に
ご
期
待
！

３
年
で
大
館
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
…
…
…
…
次
の
３
点
が
特
徴
的
で
す
。

介護サービスの利用が
大きく伸びています。

高齢化はいっそう進んでいます。

６５歳以上の７．４人に１人は
要介護・支援という時代！

６５
歳
以
上
の
か
た
の
新
し
い
介
護
保
険
料
は
…
保
険
料
基
準
額
が
上
が
り
ま
し
た



☎
☎

☎

☎

☎

☎

………………………………………………

………………

６５
歳
以
上
の
か
た（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
は
、
市
が
介
護
保
険
を
運

営
す
る
た
め
に
か
か
る
費
用
（
利
用
者
負

担
分
を
除
く
）
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は
、
低

所
得
の
か
た
に
大
き
な
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
５
つ
の
所
得
段
階
別
に
計
算
さ
れ
ま

す
。

※
こ
こ
で
い
う
年
金
に
は
、
老
齢
福
祉
年
金
、

遺
族
年
金
、障
害
年
金
、恩
給
を
含
み
ま
せ
ん
。

た
だ
し
次
の
か
た
は
普
通
徴
収
で
す
。
納

付
書
で
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

・
年
度
の
途
中
で
６５
歳
に
な
っ
た

・
年
度
の
途
中
で
他
の
市
区
町
村
か
ら
転

入
し
た

・
年
度
の
途
中
で
所
得
段
階（
年
額
保
険

料
）が
変
わ
っ
た

・
４
月
１
日（
年
度
は
じ
め
）に
は
年
金
を

受
給
し
て
い
な
か
っ
た

老
齢（
退
職
）年
金
が

年
額
１８
万
円
以
上
の
か
た
…
特
別
徴
収

年
金
受
給
時
に
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

保
険
料
の
納
付
書
、
預
貯
金
通
帳
、
通

帳
の
届
け
出
印
を
持
っ
て
、
金
融
機
関

ま
た
は
郵
便
局
の
窓
口
へ
ど
う
ぞ
。

老
齢（
退
職
）年
金
が

年
額
１８
万
円
未
満
の
か
た
…
普
通
徴
収

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

これまでは

基準額×０．５
年額１６，７１０円

基準額×０．７５
年額２５，０６５円

基準額
年額３３，４２０円

基準額×１．２５
年額４１，７７５円

基準額×１．５
年額５０，１３０円

新 保 険 料

基準額×０．４
年額１７，７７４円

基準額×０．６５
年額２８，８８３円

基準額
年額４４，４３６円

基準額×１．３６
年額６０，４３２円

基準額×１．６６
年額７３，７６３円

対 象（６５歳以上のかたのうち）

・生活保護の受給者
・老齢福祉年金の受給者であって、本人ととも
に世帯全員が市民税非課税のかた

・本人とともに世帯全員が市民税非課税のかた

・世帯のどなたかに市民税が課税されているが、

本人は市民税非課税のかた

・本人に市民税が課税されていて、前年の合計

所得金額が２００万円未満のかた

・本人に市民税が課税されていて、前年の合計

所得金額が２００万円以上のかた

段 階

第１段階
第２段階
第３段階
第４段階
第５段階

保
険
料
は
ど
う
や
っ
て
納
め
る
の
…
年
金
額
に
よ
っ
て
２
通
り
あ
り
ま
す
。

・保険料基準額が年額で１１，０１６円、月額では９１８円の増額となりました。
・基準所得金額がこれまでの２５０万円から２００万円に引き下げられました。
・低所得者へ配慮し、第１・２段階負担割合をさらに軽減し、基準額に対する倍率を
これまでよりさらに０．１ずつ引き下げました。

は

第１号
被保険
者 数

介護保険料基準額

÷
介護保険制度の運営にかかる費
用のうち、第１号被保険者負担
分（法定負担割合として約１８％）

（年 額）

３６５日２４時間 無料 のの
ここちちららへへ。。基基幹幹型型在在宅宅介介護護支支援援

セセンンタターーをを除除くく ））（（
在在宅宅介介護護のの電電話話相相談談はは
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こ
こ
が
違
う

�



大
館
市
功
労
者
表
彰
は
、
社
会
福
祉

の
増
進
、
教
育
・
文
化
の
発
展
、
産
業

の
振
興
、
保
健
衛
生
・
納
税
貯
蓄
の
向

上
な
ど
、
市
勢
進
展
に
大
き
な
功
績
が

あ
っ
た
個
人
や
団
体
に
対
し
て
行
わ
れ

ま
す
。
毎
年
４
月
１
日（
市
の
記
念
日
）

に
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
次
の

３
人
の
か
た
に
決
ま
り
ま
し
た
。

昭
和
４７
年
、
大
館
市
５
代
目
収
入
役
に
就
任
。
豊
富

な
行
政
経
験
を
活
か
し
、
７
年
間
に
わ
た
り
行
財
政
の

健
全
化
と
市
政
運
営
に
、
卓
抜
し
た
手
腕
を
発
揮
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
３
年
に
は
助
役
に
選
任
さ
れ
、
１１
年
間

に
わ
た
り
市
長
を
補
佐
。
大
館
能
代
空
港
開
港
、
秋
田

桂
城
短
期
大
学
開
学
、
大
館
樹
海
ド
ー
ム
建
設
な
ど
大

事
業
遂
行
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
時
代
か
ら
自
治
会
活
動
に
参
画
し
、
地
域
の
生

活
環
境
の
向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
消
防
団
分
団
部

長
、
町
内
会
長
、
釈
迦
内
地
区
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

会
長
等
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
３
年
、
釈
迦
内
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
立
し
、
初
代
会
長
と
し
て

「
あ
や
め
ま
つ
り
」
を
創
設
し
、
市
内
有
数
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
さ
せ
ま
し
た
。

早
く
か
ら
地
域
防
犯
活
動
を
展
開
さ
れ
、
平
成
４
年

か
ら
大
館
市
防
犯
協
会
副
会
長
と
し
て
全
市
的
な
防
犯

活
動
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
青
少
年
育
成
大
館
市
民
会

議
の
初
代
会
長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
５
年
か
ら
大
館
市
交
通
安
全
協
会
会
長

と
し
て
、
交
通
安
全
運
動
を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
春
、
厳
し
い
就
職
戦
線
を
突
破
し
て
、
社
会
人
と
し
て
大
館
に
就
職
す
る

皆
さ
ん
に
対
し
、
心
か
ら
「
お
め
で
と
う
」
と
祝
福
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん

は
、
人
生
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
ご
自
分
の
仕
事
に
慣

れ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
に
は
お
礼
申
し
上
げ
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
を
卒
業

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
上
の
学
校
へ
進

学
す
る
と
か
、
大
館
を
離
れ
て
就
職
す
る
と
か
、
非
常
に
悩
ん
だ
上
で
、
こ
の
大

館
で
社
会
人
と
な
る
こ
と
、
つ
ま
り
大
館
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
選
ん
で
い
た

だ
い
た
こ
と
に
「
よ
く
ぞ
大
館
を
選
ん
で
く
れ
た
、
あ
り
が
と
う
」
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
経
済
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
な
ど
、
今
ま
で
の
社
会
構
造
が
大
き
く

変
化
し
て
い
く
中
、
大
館
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
状
の
ま
ま
で
満

足
す
る
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
戦
力
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
の
よ
う
に
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
い
な
け
れ
ば
、
大
館
の
再
生
は
難
し
く

な
り
ま
す
。
市
民
み
ん
な
が
、
皆
さ
ん
に
注
目
し
て
い
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
社
会
人
と
し
て
大
事
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
メ
ン
バ
ー
の
一
人

と
し
て
、
地
域
社
会
へ
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
何
や
ら
難
し
い
こ
と
の
よ
う
に
思

え
ま
す
が
、
実
は
意
外
な
と
こ
ろ
に
そ
の
答
え
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
の

仕
事
を
き
っ
ち
り
と
こ
な
す
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
以
外
で
地
域
に
貢
献

す
る
こ
と
は
と
て
も
望
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
、
自

分
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
、
役
目
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
地
域

社
会
へ
の
貢
献
に
繋
が
り
ま
す
。

新
社
会
人
と
し
て
、
仕
事
を
愛
し
、
家
族
を
愛
し
、
地
域
社
会
を
愛
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
一
緒
に
大
館
を
成
長
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
社
会
人
へ
の
エ
ー
ル

�広報大館２００３．４．１

長
年
の
功
績
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す

平
成
１５
年
度
大
館
市
功
労
者

No．２４６

金

義

美
氏

７１
歳

市
長
リ
ポ
ー
ト

（
長
面
）

栗
盛
周
藏
氏

７８
歳

渡
邊
源
四
郎
氏

７４
歳

（
二
井
田
・
町
）

（
軽
井
沢
２
区
）

渡渡邊邊源源四四郎郎氏氏

栗栗盛盛 周周藏藏氏氏

金金 義義 美美氏氏



市
で
は
、
地
域
の
国
際
化
進
展
の
た

め
、
海
外
に
出
か
け
て
外
国
人
と
の
交

流
や
研
修
を
す
る
か
た
に
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

対

象
・
中
学
生
以
上
の
か
た

助
成
対
象
経
費

渡
航
費
用
、
宿
泊
料
、
受
講
料
な
ど

※
観
光
を
主
な
目
的
と
す
る
旅
行
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
額
・
助
成
対
象
経
費
の
３
分
の
１

限
度
額

１
人
の
場
合
・
１０
万
円

２
人
以
上
の
場
合

（
１０
万
円
×
人
数
＋
１
０
０
万
円
）を

８
で
割
っ
た
額

そ
の
他

帰
国
後
、
結
果
報
告
、
助
成
金
を
使

用
し
た
領
収
書
の
写
し
、
交
流
が
わ

か
る
写
真
、
簡
単
な
感
想
文
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
助
成

す
る
人
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
問
企
画
振
興
課

�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
２
６
８
）

市
で
は
、
活
力
と
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
自
主
的
に
事
業

を
計
画
実
行
す
る
ま
ち
づ
く
り
団
体
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

・
地
域
活
性
化

・
環
境
、
教
育
、
産
業
、
福
祉
、
文
化

等
の
向
上

・
地
域
連
携
・
地
域
住
民
の
生
活
向
上

補
助
金
の
額

補
助
対
象
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内

締
め
切
り
・
４
月
３０
日
（
水
）

申
問
企
画
振
興
課

�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
２
６
８
）

アメリカミネソタ州にて、ホームステイ先の家族
とともに。一番右が山尾梨恵さん（有浦１丁目）。
「英語の発音をはじめ、英文なども学びましたが、
アメリカの文化もたくさん学びました」

昨
年
８
月
１
日
号
掲
載
「
大
館
市
の

名
園
探
訪
」
の
取
材
を
す
る
遠
藤
リ

ポ
ー
タ
ー
（
東
台
３
区
）。

当
選
者
発
表

▽
３
月
１
日
号
の
答
え

�
３
月
１７
日

�
４
月
１８
日

�
５１
回

▽
３
月
１
日
号
の
当
選
者

・
石

川

範

子
さ
ん（
餅
田
２
区
）

・
遠

藤

八
重
子
さ
ん（
茂
内
屋
敷
）

・
斉

藤

正

子
さ
ん（
片
山
３
区
）

・
笹

島

厚

子
さ
ん（
白
沢
２
区
）

・
羽

沢

美
代
子
さ
ん（
陣
場
２
区
）

※
応
募
総
数
３３
、
全
問
正
解
数
２４

広
報
大
館
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

広
報
づ
く
り
に
参
加
い
た
だ
く
た
め
、

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

日
ご
ろ
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
や
、

み
ん
な
に
紹
介
し
た
い
こ
と
な
ど
を
取

材
し
て
、
広
報
誌
上
で
リ
ポ
ー
ト
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格

高
校
生
を
除
く
１８
歳
以
上
の
市
民

リ
ポ
ー
タ
ー
の
内
容

・
広
報
編
集
会
議
へ
の
参
加

・
取
材
と
リ
ポ
ー
ト
の
執
筆

・
広
報
へ
の
提
言
や
情
報
提
供
な
ど

リ
ポ
ー
タ
ー
の
期
間

５
月
〜
１６
年
３
月

応
募
方
法

リ
ポ
ー
ト
し
た
い
事
柄
２
つ
と
そ
の

理
由
を
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
左
記
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
・
４
月
１８
日（
金
）

応
募
先
・
〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

「
広
報
大
館
」
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
係

問
総
務
課

�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

あなたの声を
広報大館に
広報市民
リポーター

募 集

海
外
で
の
交
流
や
研
修
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
国
際
交
流
研
修
助
成
制
度

昨昨年年度度はは３３６６人人がが利利用用ま
ち
づ
く
り
を
応
援

ま
ち
づ
く
り
団
体
事
業
費
補
助
金

「あやめまつり」にも活
用されています

ク
イ
ズ

広
報

大
館
が
ヒ
ン
ト

広報大館２００３．４．１�



感
動
の
挙
式
に
華
や
か
さ
を
添
え
る
、

花
嫁
さ
ん
の
ブ
ー
ケ
。
入
院
患
者
さ
ん

の
心
を
い
や
す
、
病
室
へ
の
見
舞
い
の

花
か
ご
。
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
は
、
そ

の
ブ
ー
ケ
や
花
か
ご
な
ど
を
、
四
季

折
々
の
花
を
使
っ
て
創
作
す
る
仕
事
で

す
。畠

山
さ
ん
は
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

の
世
界
に
魅
入
ら
れ
、
１３
年
に
な
り
ま

す
。
き
っ
か
け
は
、
一
冊
の
雑
誌
か
ら

で
し
た
。
も
と
も
と
１０
代
か
ら
生
け
花

を
習
っ
て
い
た
の
で
、
花
に
対
す
る
特

別
な
思
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
当
時
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
勉

強
す
る
た
め
に
は
、
弘
前
ま
で
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て

通
い
続
け
る
こ
と
１０
年
。
そ
の
間
、
人

生
の
転
機
で
あ
る
、
結
婚
や
出
産
も
経

験
し
ま
し
た
。

資
格
を
取
得
し
て
か
ら
は
、
北
部
シ

ル
バ
ー
エ
リ
ア
や
公
民
館
な
ど
で
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
の
講
師

を
務
め
、
上
は
９０
歳
か
ら
下
は
１９
歳
ま

で
と
、
幅
広
い
年
齢
の
生
徒
さ
ん
と
一

緒
に
「
花
と
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
」
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

「
ブ
ー
ケ
を
作
っ
て
、
花
嫁
さ
ん
に

喜
ば
れ
た
と
き
に
は
と
て
も
嬉
し
く
な

り
ま
す
。
自
分
も
一
緒
に
お
祝
い
を
し

て
い
る
感
じ
」
と
語
る
畠
山
さ
ん
。
で

も
、
花
は
生
き
物
な
の
で
「
式
の
途
中

で
花
が
散
っ
た
り
し
な
い
か
、
終
わ
る

ま
で
は
ら
は
ら
し
て
い
る
」
そ
う
で
す
。

２
カ
月
前
、
念
願
だ
っ
た
「
自
分
の

城
」
を
有
浦
に
構
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
は
子
ど
も
を
対
象
と
し
た

コ
ー
ス
も
計
画
し
て
い
る
と
か
。「
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
か
た
に
花
を
ア
レ
ン
ジ

す
る
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
笑

顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

開 館 時 間・９時３０分～１７時１５分
４ 月 の 休 館 日・１３日（日）、２４日（木）、２９日（火）
４月のテーマ図書・『映画・テレビドラマの原作』
大館親子読書会・４日（毎月第１金曜日）１０時３０分～
※４月１日（火）から、本と紙芝居の貸出冊（巻）数を各５
冊（巻）へ増やします！

司書のおすすめ 『ビッグ・ファット・キャット、街へ行く』

様々な仕掛けや演出をふんだん
に盛り込み、英語が苦手なかたも
自然に英語の基礎知識を学ぶこと
ができる、解説付きの物語。「世
界一簡単な英語の本」シリーズ第
２弾。

著 者
秋月昭彦 ほか
梅 原 猛
佐 伯 弘 次
黒 田 龍 彦
ウィリアム・ヘルマンス
川 村 亨 夫
黒 岩 徹
響 堂 新
西尾剛毅 監修
主婦の友社 編
杉 本 伸 子
半 沢 正 一
ジャック・ワース 他
梅 若 猶 彦
大 島 正 二
中 野 文 雄
阿 川 佐 和 子
田 辺 聖 子
よしもとばなな
永 井 す る み
前 川 貴 行
森 野 真 由 美
星 新 一
澄 志 田 瓢 策
はらだゆうこ
ゆきのゆみこ

図 書 名
ＳＥの持つべき「思想」
梅原猛の授業 道徳
日本の中世９ モンゴル襲来の衝撃
田中耕一という生き方
アインシュタイン、神を語る
誰も気がつかないブッシュの世界戦略
イギリス式生活術
クローン人間
大腸がん
胃を切った人の食事
一度は行きたい美味い老舗・名店
信頼される仕上工事の現場管理
売り込まなくても売れる！
能楽への招待
漢字と中国人
ウィニングボール
屋上のあるアパート
なにわの夕なぎ
ハゴロモ
唇のあとに続くすべてのこと
こおりのくにのシロクマおやこ
いただき！食べ物パワー
さもないと
アッチチ釜ゆでイボ蔵ちゃま
イライラライオン
わんぱくだんのにんじゃごっこ

新

着

一

般

書

新
着
児
童
書

�

花の楽しさを伝えたい

畠 山 直 美 さん（大滝２区）

広報大館 ２００３．４．１

向山貴彦ほか・幻冬舎

中央図書館 �４２－２５２５

私の本棚



３
月
１６
日
号
３
ペ
ー
ジ
と
８
ペ
ー
ジ

（
裏
表
紙
）に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

３
ペ
ー
ジ
の
行
政
報
告
中
、
大
館
市

立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
記

事
で
、
３
段
目
の
２
行
目
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

（
正
）４
月
か
ら
は
大
館
市
社
会
福
祉
事

業
団
に
運
営
を
委
託
す
る
予
定
で
す
。

８
ペ
ー
ジ
の
公
共
下
水
道
の
花
岡
地

区
と
二
井
田
地
区
の
地
図
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
い
地
図
を
掲
載
し
て

お
詫
び
し
ま
す
。

社
で
毎
年
花
見
を
し
ま
す
が
、
予

定
を
組
ん
で
も
、
花
が
ま
だ
咲
い

て
い
な
か
っ
た
り
、
散
っ
て
し
ま
っ
て
か

ら
だ
っ
た
り
。
今
年
こ
そ
う
ま
く
花
が

咲
い
て
い
る
中
で
お
花
見
し
た
い
で
す
。

（
花
田
美
紀
子
さ
ん
・
大
滝
２
区
）

年
町
内
で
桂
城
公
園
へ
花
見
に
行

き
ま
す
。
特
に
盆
栽
市
は
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
な

が
ら
、
気
に
入
っ
た
の
が
あ
る
と
買
い

求
め
ま
す
。
今
年
も
き
れ
い
に
い
っ
ぱ

い
咲
く
と
い
い
な
。

（
工
藤
貞
雄
さ
ん
・
西
大
館
町
）

城
公
園
で
寒
い
中
お
花
見
を
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
あ
ん
な

に
寒
い
の
に
わ
ざ
わ
ざ
外
で
お
酒
を
飲

ん
で
い
た
の
は
ナ
ゼ
？

き
っ
と
み
ん

な
で
ワ
イ
ワ
イ
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
で

お
も
し
ろ
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
あ
。

（
成
田
夏
子
さ
ん
・
御
成
町
３
丁
目
）

は
桜
が
一
番
好
き
で
す
。
そ
れ
が

な
ん
と
高
校
に
入
学
し
た
ら
、
教

室
の
窓
か
ら
大
変
美
し
い
桜
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
て
、
毎
日
が
お
花
見
で
し

た
。
校
舎
は
移
転
し
、
今
で
は
文
化
会

館
が
建
っ
て
い
ま
す
が
、
桜
の
季
節
に

な
る
と
思
い
出
し
ま
す
。

（
笹
島
厚
子
さ
ん
・
白
沢
２
区
）

ハ
チ
公
ひ
ろ
ば
は
読
者
の
み
な
さ
ん

の
ペ
ー
ジ
で
す
。

・
毎
月
の
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
思
い
出

話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

・
自
筆
の
イ
ラ
ス
ト
や
決
定
的
な
瞬
間

な
ど
の
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

５
月
の
テ
ー
マ
・
「
大
型
連
休
」

応
募
先
・
〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

広
報
大
館
「
ハ
チ
公
ひ
ろ
ば
」
係

締
め
切
り
・
４
月
１２
日（
土
）

※
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

※
次
回
以
降
の
「
ハ
チ
公
ひ
ろ
ば
」
に

採
用
さ
れ
た
か
た
に
は
、
図
書
券
を

お
贈
り
し
ま
す
。

問
総
務
課

�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

■第３１回大館・比内・田代広域圏市民将棋大会
と き・４月２０日（日）９：３０～
ところ・中央公民館
参加費・１，０００円（参加賞、昼食代含む）
申問 日本将棋連盟大館支部 �４２―６８６２

■親と子の教育相談カンガルー教室
と き・毎週金曜日 １１：００～１５：００
ところ・中道会館（中道児童公園内）
問 安部さん ０７０―５１２２―９７３６

■「大館ＤＯ倶楽部」会員
ダッジオーブン（ＤＯ）を使った料理サークル
と き・第１・３火曜日 １９：３０～２１：３０
ところ・中央公民館
申問 渡部さん �４９―０２０２
■太極拳クラブ会員
と き・毎週火曜日 １０：００～１１：００
ところ・ふれあいセンターやまびこ

（北部シルバーエリア内）
申問 ふれあいセンターやまびこ �４７―７２２０
■和裁サークル「水和会」会員
と き・毎週水曜日 ９：００～１２：００
ところ・中央公民館
申問 仲沢さん �４２―２２９２
■水墨画サークル「恵友会」会員
と き・第１・３土曜日（初回５月３日）１０：００～１２：００
ところ・中央公民館
申問 工藤さん �４２―２１２５

訂
正
と
お
詫
び

４月の
テーマ
「お花見」

桂

４
月
１
日
供
用
開
始
予
定
区
域

供
用
開
始
済
み
区
域

会

私

毎

アンパンマンがだ～い好き！マーチが流れ
ると喜んで、手をたたいて踊りだすんです。

藤藤 田田 梨梨 花花 ちちゃゃんん
（（相相染染町町・・１１歳歳４４カカ月月））

りり んん かか

広報大館２００３．４．１

催 し

相 談

募 集

�



暮暮
らら
しし
のの
情情
報報

介
護
保
険
の
対
象
外
で
、

身
体
障
害
ま
た
は
知
的

障
害
を
お
持
ち
の
か
た

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

介
護
、
家
事
な
ど
生
活
全
般
に
わ
た

る
援
助
を
受
け
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

施
設
に
通
っ
て
受
け
る
訓
練
な
ど
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

短
期
間
、
施
設
に
入
所
し
て
支
援
を

受
け
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

知
的
障
害
を
お
持
ち
の
か
た
が
、
地

域
で
日
常
生
活
の
援
助
を
受
け
な
が

ら
共
同
生
活
し
ま
す
。

身
体
障
害
を
お
持
ち
の
か
た
が
治
療
・

訓
練
で
き
ま
す
。

身
体
障
害
者
更
生
施
設

身
体
障
害
者
療
護
施
設

身
体
障
害
者
授
産
施
設

知
的
障
害
を
お
持
ち
の
か
た
が
、

自
立
や
社
会
参
加
の
た
め
に
訓

練
で
き
ま
す
。

知
的
障
害
者
更
生
施
設

知
的
障
害
者
授
産
施
設

知
的
障
害
者
通
勤
寮

利
用
者
及
び
扶
養
義
務
者
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
か
か
る
費
用

の
う
ち
、
負
担
能
力
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
た
負
担
額
を
事
業
者
に
支
払
い
ま
す
。

市
は
、
利
用
者
が
負
担
し
た
残
り
の

額
を
、
支
援
費
と
し
て
事
業
者
へ
支
払

い
ま
す
。

利
用
申
請
は
福
祉
課
へ

社
会
福
祉
係（
内
線
４
０
５
、４
１
０
）

子
育
て
支
援
係

（
内
線
４
０
７
、４
０
８
、４
０
９
）

支
援
費
制
度
は
こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
が
対
象
で
す
。
こ
の
ほ
か

の
サ
ー
ビ
ス
は
こ
れ
ま
で
同
様

に
利
用
で
き
ま
す
。

今
月
か
ら
、
障
害
を
お
持
ち
の
か
た
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
、

従
来
の
「
措
置
制
度
」
か
ら
「
支
援
費
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
障
害
を
お
持
ち
の
か
た
は
施
設
・
事
業
所
を
自

由
に
選
択
す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

市市
役役
所所

�
４４９９
││
３３
１１
１１
１１

―
市
で
は
１４
年
度
か
ら
２
つ
の

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
―

介
護
、
家
事
な
ど
生
活
全
般
に
わ

た
る
援
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

利
用
で
き
る
か
た

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
か
た
、
ま
た
は
精
神
障
害

の
た
め
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る

か
た
。

こ
ち
ら
で
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
ま
す

大
館
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
４２
―
８
１
０
１

介
護
を
行
っ
て
い
る
か
た
が
病
気

な
ど
の
場
合
に
、
ご
本
人
を
一
時
的

に
お
預
か
り
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
か
た

在
宅
で
精
神
障
害
を
お
持
ち
の
か
た

こ
ち
ら
で
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
ま
す

医
療
法
人
和
成
会
援
護
寮「
友
生
」

（
片
山
町
３
丁
目
・
今
井
病
院
内
）

�
４３
―
６
４
６
４

利
用
申
請

福
祉
課（
内
線
４
０
５
）

�広広報報大大館館２２００００３３．．４４．．１１

障障障障
害害害害
をををを
おおおお
持持持持
ちちちち
のののの
かかかか
たたたた
へへへへ
のののの

福福福福
祉祉祉祉
ササササ
ーーーー
ビビビビ
スススス
がががが
変変変変
わわわわ
りりりり
まままま
すすすす
。。。。

精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

利
用
し
た
と
き
の
費
用
は

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

対 象

居
宅
サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス



お問い合わせは
税務課（内線２１６、２３２、２３３）
大館税務署 �４２－１８４７

平成１５年分の申告（１６
年２～３月申告分）から
「作付面積２ha未満の水
稲（自家用畑を含む）以外
の農業所得標準」がなく
なります。
このため、販売を目的

とする野菜や果樹を作付けしているかたは、水稲及び
自家用畑を含むすべての農産物について、実際の収入
金額から実際の必要経費を差し引く「収支計算」で農業
所得を算出してください。

収支計算を行うためには、
１５年１月からの次の記録が必要です。

・農産物を販売したときの記録と、出荷伝票や請求書
及び領収書の控え

・農産物を自宅で消費したり、親戚などへ贈ったりし
たときの記録

・小作料を米などの現物で支払ったときの記録
・肥料、農薬、諸材料などの経費にかかわる記録と、
請求書や領収書など

・年末、未販売・未使用になっている農産物、肥料、
農薬、諸材料などの記録

作付面積２ha未満の
水稲標準は、平成１５年分
の申告（１６年２～３月申
告分）から、名称を「農業
所得簡易計算」と改め、
より簡単な計算方式にな
ります。新しい計算方法
は次の通りです。

県では４月を「あきた・クリーン強調月間」と定め、
今年は４月２０日（日）を「あきた・ビューティフル・

サンデー」としました。
みんなで自宅の周りな
ど、身近な環境をきれい
にしましょう。
問秋田県生活環境文化部
環境政策課
�０１８－８６０－１６０２

ここが違います！
これまで別途控除していた「共通控除経費」「実額控除
経費」を所得率に盛り込んでいます。
○次のかたは収支計算での申告をお勧めします。
・有機栽培や無農薬栽培などの特殊な方法で栽培し
ている
・支払う小作料や作業委託料が多い
・大農具などを多く所有して必要経費が収入金額を
上回る
※なお、野菜や果樹などを販売している場合は、稲作
についても収支計算になります。

会場・電話番号

市 役 所 年 金 相 談 室
（内線２６３）

サン・アビリティーズ大館�４２－０７６９
フリーダイヤル ０１２０－１１０６２４
サン・アビリティーズ大館

�４３－２２０８
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）
市 役 所 会 議 室

（内線３４８）
市 役 所 会 議 室

（内線２４７）
総 合 福 祉 セ ン タ ー

�４２―８１０１
上 川 沿 公 民 館
総 合 福 祉 セ ン タ ー
長 木 公 民 館
総 合 福 祉 セ ン タ ー
二 井 田 公 民 館
十 二 所 公 民 館
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）

時 間

１０：３０～１５：３０

９：００～１６：００

９：００～１６：００

１０：００～１５：００

１０：００～１６：００

９：３０～１２：００
（予約制）
１３：３０～１５：００
（予約制）

１０：００～１３：００

９：００～１６：００

と き

毎週
月～木
毎週
月～金
毎週
月～金
９日
（水）
２５日
（金）
２日（水）
（５／７）
２４日
（木）
１７日（木）
１８日（金）
２３日（水）
２４日（木）
２５日（金）
３０日（水）
毎 週 月・
火・木・金

相談内容

年 金

いじめ、子
育て一般

教 育

行 政

国 税

法 律

心配ごと

その他

と こ ろ
大館広域消防署
沼館 （株）テーエムシー
下代野 東北光輪（株）
柄沢 山王食品（株）
御成町２丁目 ジブラルタ生命保険（株）大館支部
清水４丁目 （株）いとく
ジャスコ（株）大館店
北部シルバーエリア大館保健所前〈成分献血〉
片山町３丁目 大館地区総合事務所〈成分献血〉

と き
９：００～１０：００
１０：２０～１１：３０
１２：００～１３：００
１４：３０～１６：００
９：００～１０：００
１０：２０～１１：４０
１３：００～１６：３０
８：５０～１２：２０
１３：３０～１６：００

４日
（金）

１０日
（木）

２２日
（火）

販売用の野菜や果樹を作付けする農家の皆さんへ

来年の申告は「収支計算」で

稲作農家（作付面積２ha未満）の皆さんへ

来年の申告は「農業所得簡易計算」で

×所得率－事業専従者控除＝農業所得金額

金

総収入金額
（雑収入を含む）

税

成分献血は予約制
大館保健所 �５２－３９５２

みんなでつくろう！ きれいな秋田

お気軽に
ご相談ください

４４月

４４月

血

談

広報大館２００３．４．１
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催

し

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会

と

き
・
４
月
５
日（
土
）

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

と
こ
ろ
・
中
央
公
民
館
第
２
研
修
室

相
談
内
容

地
代
や
家
賃
、
土
地
や
建
物
な
ど

の
適
正
価
格
や
不
動
産
の
売
買
、

贈
与
に
関
す
る
こ
と

都
市
計
画
課
（
内
線
３
５
５
）

募

集

市
営
住
宅
入
居
者

募
集
戸
数
と
家
賃

▽
餅
田
住
宅
・
３
戸

３
Ｋ（
３６
�
）ま
た
は
２
Ｄ
Ｋ（
４１
�
）

５
、３
０
０
円
〜
１
２
、７
０
０
円

▽
第
１
獅
子
ケ
森
住
宅
・
１
戸

３
Ｋ（
４８
�
）

８
、４
０
０
円
〜
１
８
、４
０
０
円

▽
片
山
住
宅
・
１
戸（
２
Ｋ
、
３４
�
）

６
、８
０
０
円
〜
１
５
、０
０
０
円

敷

金
・
家
賃
の
３
カ
月
分

資

格
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
。
所
得

な
ど
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

連
帯
保
証
人（
２
人
）が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
・
４
月
１４
日（
月
）ま
で

入
居
時
期
・
５
月
下
旬

◎
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え
た

場
合
は
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

と

き
・
４
月
１８
日（
金
）
１０
時
〜

と
こ
ろ
・
市
役
所
第
３
会
議
室

※
本
人
ま
た
は
代
理
人
に
抽
選
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課（
内
線
３
１
０
、３
６
４
）

山
田
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

小
・
中
・
高
校
生
出
場
者

小
学
生
の
参
加
者
に
は
抽
選
で
７

月
１３
日（
日
）に
行
わ
れ
る
プ
ロ
野
球

こ
ま
ち
ス
タ
ジ
ア
ム
公
式
戦
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

と

き
・
４
月
２９
日（
火
）
９
時
〜

締
め
切
り
・
４
月
１０
日（
木
）

大
会
事
務
局
（
市
民
体
育
館
内
）

�
４２
―
０
３
１
０

大
館
市
環
境
審
議
会
委
員

大
館
市
環
境
審
議
会
は
、
循
環
型

社
会
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
、

地
球
温
暖
化
な
ど
の
地
球
問
題
か
ら

生
活
環
境
に
至
る
ま
で
の
環
境
保
全

や
公
害
対
策
に
関
す
る
こ
と
、
自
然

保
護
や
廃
棄
物
排
出
抑
制
、
さ
ら
に

は
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
環
境
全
般
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
・
６
人（
任
期
は
２
年
）

応
募
資
格
・
１８
歳
以
上
の
市
民

応
募
方
法

環
境
全
般
（
地
球
、
地
域
、
自
然
、

ご
み
問
題
な
ど
）
を
テ
ー
マ
と
し

た
８
０
０
字
以
内
の
リ
ポ
ー
ト
に
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
略

歴
を
明
記
し
た
書
類
を
添
え
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
・
４
月
１８
日（
金
）消
印
有
効

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

市
役
所
生
活
環
境
課

（
内
線
２
０
６
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

支
援
助
成
金
の
交
付
選
定
委
員

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
伺
う
た
め
、
選
定
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
締
め
切
り
・
４
月
１８
日（
金
）

募
集
人
員
・
２
人

秋
田
県
北
秋
田
地
域
振
興
局

地
域
企
画
課

�
０
１
８
６
―
６２
―
１
２
５
１

陸
・
海
・
空
自
衛
隊

幹
部
候
補
生（
大
卒
程
度
）

受
付
期
間
・
４
月
７
日
〜
５
月
９
日

対

象
・
１６
年
４
月
１
日
現
在
、
２２

〜
２５
歳
の
男
女

試
験
日
・
５
月
２４
日（
土
）筆
記
試
験

自
衛
隊
秋
田
地
方
連
絡
部

大
館
出
張
所

�
４２
―
１
３
９
８

健
康
・
福
祉

新
た
に
第
１
子
０
歳
児
の

保
育
料
が
無
料
に
な
り
ま
す

現
在
、
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
事

業
と
し
て
保
育
園
等
に
入
園
し
て
い

問

問問

申
・
問

申
・
問

問

申し込み先など

いつでも受け付
けます。社会教
育課（内線２５５）

締め切りは４／９。
�４３‐５８１７

コミュニティセンター
�４７‐７０７０

定員

―

２０人

１５人

内容・費用・持ち物など

対象は日本語を母国語としないかた。日常
会話、ひらがな、カタカナ、漢字の読み書き、
文化など初級程度の日本語。受講料（無料）

文書作成やワードアート・ラベル印刷など。
受講料（３，０００円）、教材費（２，１００円）

材料費（２，０００円）、受け付けは
４／３（木）９：００～、先着順。

と き

４月～１６年３月の原則として毎週日曜日
または水曜日のいずれか。１０：００～１２：００
４月は１３日（日）、２０日（日）、３０日（水）

４月１４日（月）、１６日（水）、１８日（金）、２１日（月）、
２３日（水）、２５日（金） １８：３０～２１：００

４月８日（火） ９：３０～１１：３０

ところ

中 央
公 民 館

職業訓練
センター

北部シルバーエリア
コミュニティセンター

教 室 ・ 講 座 名

日 本 語 教 室（全４８回）

パソコン講座「ワード２０００」
（全６回）

彫金教室
シルバーリング作り

�

茂内森林事務所は、４月１日から名称を「長木森林事務所」に変え、米代東部森林管理署
内に移転します。 問 長木森林事務所 �４８－５１５６

〒０１７‐００３１大館市上代野字中岱３－２３

○フンは飼い主が責任を持って片づけましょう。
○必ずフンの後始末用具をを持参して、フンは持ち
帰りましょう。

○散歩中もクサリや綱をしっかりつかんで、放し飼
いにならないようにしましょう。

広報大館２００３．４．１

市 役 所
�４９－３１１１

シーズン到来！ 屋外スポーツ施設オープン
●長根山野球場、大館野球場（田町）、長根山陸上競技場、長根山テニスコート…４月１２日（土）
●二ツ山テニスコート…４月５日（土） 問 スポーツ課 �４２－０３１０

持ち帰ったフンは紙に包んで
燃やせるごみの日に出してください

お知らせ

散歩させるときには

犬を飼うときは必ず登録を！
毎年１回、狂犬病予防注射を
受けましょう。

正しい犬の飼いかたを
守りましょう

問 生活環境課（内線２０６）

いやだワ
ン

茂内森林事務所が移転します



る
戸
籍
上
の
第
３
子
以
降
の
児
童
を

対
象
に
、
保
育
料
を
無
料
に
し
て
い

ま
す
。
４
月
か
ら
は
新
た
に
保
育
に

欠
け
る
第
１
子
の
０
歳
児
に
つ
い
て

も
、
保
育
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

対
象
施
設

認
可
保
育
園
、
へ
き
地
保
育
所
、

児
童
館
、
認
可
外
保
育
所

申
込
方
法

入
園
後
、
各
施
設
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
認
可
外
保
育
所
に
つ

い
て
は
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

福
祉
課
（
内
線
４
０
７
）

簡
易
脳
ド
ッ
ク
検
診
を

助
成
し
ま
す

市
で
は
、
簡
易
脳
ド
ッ
ク
検
診
を

助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
と
同

時
に
配
布
さ
れ
て
い
る「
あ
ん
な
い
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
険
課（
内
線
３
６
７
、２
４
２
）

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
の
か
た
へ

特
別
永
住
者
（
帰
化
さ
れ
た
か
た

を
含
み
ま
す
）
な
ど
で
、
元
軍
人
軍

属
等
の
か
た
に
弔
慰
金
・
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

対

象
昭
和
１２
年
７
月
７
日
以
後
の
公
務

傷
病
で

�
昭
和
１６
年
１２
月
８
日
以
降
死
亡
し

た
か
た
の
遺
族

�
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
か
た

�
平
成
１３
年
３
月
３１
日
以
前
に
死
亡

し
た
�
の
遺
族

支
給
額

弔
慰
金
（
�
ま
た
は
�
の
か
た
）

２
６
０
万
円

見
舞
金（
�
の
か
た
）４
０
０
万
円

請
求
締
め
切
り
・
１６
年
３
月
３１
日

請
求
窓
口
・
福
祉
課（
内
線
４
０
５
）

秋
田
県
健
康
福
祉
部
福
祉
政
策
課

�
０
１
８
―
８
６
０
―
１
３
１
９

そ

の

他

引
っ
越
し
の
５
日
前
ま
で
に

水
道
課
へ
連
絡
を

４
月
は
、
水
道
料
金
の
精
算
や
開

閉
栓
の
申
し
込
み
で
大
変
込
み
合
い

ま
す
。
引
っ
越
し
の
５
日
前
ま
で
に

水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡

が
な
い
と
、
す
ぐ
に
水
が
使
え
な

か
っ
た
り
基
本
料
金
が
そ
の
ま
ま
請

求
さ
れ
続
け
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
転
入
居
の
際
は
、
蛇
口
と

凍
り
止
め
栓
を
し
っ
か
り
閉
め
、
水

が
出
て
い
な
い
こ
と
を
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

水
道
課（
内
線
２
９
５
、３
５
０
）

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

４
月
、
５
月
は
市
税
等
の
滞
納
整

理
強
化
月
間
で
す
。
市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

も
し
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら

至
急
お
納
め
く
だ
さ
い
。

収
納
課（
内
線
２
２
５
、２
２
６
）

ご
加
入
く
だ
さ
い

交
通
災
害
共
済
・
不
慮
の
災
害
共
済

４
月
１
日
現
在
、
満
７５
歳
以
上
の

か
た
は
、
市
が
交
通
災
害
共
済
の
掛

け
金
を
負
担
し
ま
す
。
た
だ
し
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
な
お
、
会
社
や

サ
ー
ク
ル
な
ど
団
体
で
申
し
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

生
活
環
境
課（
内
線
２
４
７
、２
０
６
）

農
業
会
館
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

大
館
市
農
業
会
館
は
、
老
朽
化
の

た
め
、
集
会
室
、
調
理
実
習
室
な
ど

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ほ
か
の
公
共
施

設
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

農
林
課
（
内
線
２
９
１
）

市

民

の

善

意

▽
社
会
福
祉
協
議
会
扱
い

安
部
ト
ミ
エ
さ
ん（
餅
田
１
区
）

ぞ
う
き
ん
ほ
か

高
杉
ア
キ
さ
ん（
泉
町
）
衣
類
ほ
か

鳥
潟
ミ
サ
さ
ん（
小
釈
迦
内
）ベ
ッ
ド

問

と き
４月１９日（土）７：００～７：３０

６：４０までに集合
ところ
桂城小学校グラウンド
※参加を希望する町内は４

月６日までに中央公民館にお申し込みください。 問

長走風穴館と芝谷地管理
棟は、４月１日から開館し
ますのでご利用ください。
長走風穴高山植物群落は、
４月下旬にはセリバオウレ
ン、コキンバイ、エンレイソ
ウなどが見ごろとなります。
入館料 無料

開館日 ４月１日（火）～１１月３０日（日）９：００～１６：００
休館日 毎週月曜日

（祝日の場合は翌日、６～８月は毎日開館）

問

風穴館では、館内を自然
美術館として市民の作品を
展示しています。「制作し
たが展示する場所がない」
というかたはご応募くださ
い。展示期間は約１カ月で、
無料で使用できます。

問問

問問
現在、市内のスポーツ少
年団は、団数２５団で団員は
１，１００人です。

対 象 小学生～高校生 年間登録料 ７５０円
小学校単位団以外の少年団
新沢、釈迦内、二井田、矢立、剣道、田村道場、
柔道、ラグビー、Ｆ・Ｓ、トランポリン、卓球、
サッカー、スキー、バレーボール
締め切り ５月３０日（金）

機械点検・水交換のため、休館します。なお、湯夢湯夢の湯は
平常通り営業します。 休館期間・４月１４日（月）～２１日（月）

湯夢湯夢の里温水プール休館します
問 観光物産課（内線２８３）

仲間が待ってるよ！

スポーツ少年団員募集

大館市ラジオ体操会開始大会
一日の始まりはこれで決まり！

高山植物が雪の下で遅い春を待ち焦がれています

長走風穴館・芝谷地管理棟開館
問 郷土博物館 �４８‐２１１９

申問 中央公民館 �４２‐４３６９

申問 大館市スポーツ少年団本部事務局
（市民体育館内） �４２‐０３１０

長走風穴館自然美術館への展示作品募集

エンレイソウ

広報大館２００３．４．１�




